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１． はじめに

　東北線福島・南福島間荒川橋りょう改築工事において，低ライズ比の PC ランガー橋を施工している。PC ランガ

ー橋は，主桁高さを橋りょう前後の高欄高さに合わせた場合に不足する主桁耐力を，軸圧縮力が卓越するアーチ部

材に負担させる構造形式であり，低ライズ比の PC ランガー橋とは，コストと景観の両面から，このアーチ部材のラ

イズ高さを低くし，アーチクラウン部のストラット（横梁）材を省略した形式である（図－１参照）。

　PC ランガー橋のアーチ部材は，面外方向の設計において，部材の細長比が 35 を超える場合には，長柱 1)に準じ

て検討を行なうこととなっているが，その耐荷特性はこれまで明らかにされていない。

　本研究は，細長比 35 以上のアーチ部材における面外挙動の評価式を提案することを目的として，試験体による載

荷実験を行なっており，本稿では，その前段として行なった直線長柱の試験体の載荷実験結果について報告する。

２． 実験概要

　表－１に試験体一覧表を示

す。直線長柱の載荷実験を行な

った理由は，鉄筋コンクリート

長柱の座屈挙動を実験的に確

認することを目的としており，

試験体の細長比を 40～80 の範

囲に設定した。

　図－２に試験概略図を示す。

試験は，長柱部材の端部の断面寸法を拡大（230 ㎜×200 ㎜）し，鋼板（t＝6 ㎜）を用いて補強して部材端部の圧

縮破壊を防止している。部材に軸中心より，0.2h（26 ㎜），0.4h（58 ㎜）分だけ偏心させた位置に丸鋼（φ25 ㎜）

を溶接し，その丸鋼を介して 100t 油圧ジャッキにより載荷を行なった。なお，載荷ステップは 1.0t きざみで行な

った。

３． 実験結果

　作用荷重偏心 0.4h の試験体の荷重－変位関係を図－３に示す。細長比が小さいほど荷重が大きくなり，変位量が

図―１　低ライズ比の PC ランガー橋一般図
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表－１　試験体一覧表
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小さくなる。また，細長比が大きくなるにつれて

最大荷重載荷時から破壊に至るまでの変形量が大

きくなり，細長比 51 以下の試験体では最大荷重と

破壊に至った荷重との差が少ない結果であった。

　作用荷重偏心 0.2h の試験体の荷重－変位関係

を図－４に示す。作用荷重偏心 0.2ｈの試験体は，

作用荷重偏心量 0.4h の試験体と同様な傾向を示

す結果であった。

　２次偏心量 2)の計算値と実験結果の最大荷重時

変位の関係を図－５に示す。

　縦軸に２次偏心量の計算値（㎜）を，横軸には

実験結果の最大荷重時の変位（㎜）を示した。２

次偏心量は，Nd＞Nbal，Nd≦Nbal（Nd：設計荷重，

Nbal:つりあい軸力）両方の式の値を示した。Nd

≦Nbal の場合，実験結果の値よりも 2次偏心量の

値が，10～15 ㎜程度大きくなる結果であった。

　作用荷重偏心 0.2h，0.4h の各試験体ともに，Nd

＞Nbal の算定式と 1：1 の関係に近い結果であっ

た。この結果から，鉄筋コンクリート長柱の 2 次

偏心量の算定式は，つりあい軸力との大小にかか

わらず Nd＞Nbal の式で評価できるものと考えら

れる。

４． まとめ

　今回，鉄筋コンクリートの直線長柱を用いた座

屈実験結果から以下の知見が得られた。

① 細長比が小さくなるほど，荷重は大きくなり，

変形量は小さくなる。また，細長比が大きくな

るにつれて最大荷重後から破壊に至るまでの変

形量が大きくなる結果であった。

② ２次偏心量の算定式は，荷重とつりあい軸力の

大小により適用が異なるが，実験の結果は全て

Nd＞Nbal の 2 次偏心量の算定式と 1：1 に近い

関係を示した。
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図－２　試験概略図
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図－３　荷重－変位関係（作用荷重偏心 0.4h）
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図－４　荷重－変位関係（作用荷重偏心 0.2ｈ）
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